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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭
の
正
月

よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
十
月
で
一
二
〇
年
を
迎
え
た
「
教
育
勅
語
」
渙
発
は
、
明
治
維
新
以
降
、
我
が
国
は
文
明
開
化
の
中
で
急
激
に
欧
米
主
義

に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
先
祖
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
き
た
価
値
観
な
ど
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
又
、
修
身
の
学
が
な
け
れ
ば

将
来
、
国
政
を
担
う
よ
う
な
人
材
の
養
育
は
望
め
な
い
と
の
明
治
天
皇
の
修
身
を
第
一
と
す
る
大
御
心
の
思
召
し
に
よ
り
明
治
二
十
三
年

に
渙
発
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、教
育
勅
語
は
学
校
教
育
の
主
軸
と
し
て
、我
が
国
の
伝
統
精
神
を
継
承
す
る
国
民
の
人
間
形
成
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
圧
力
に
よ
り
、
学
校
教
育
か
ら
排
除
さ
れ
、
更
に
衆
参
議
院
で
排
除
・
失
効
に
関
す

る
決
議
が
行
わ
れ
、
教
育
勅
語
は
効
力
を
失
い
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
教
育
勅
語
の
一
部
を
、
国
民
道
徳
協
会
訳
文
よ
り
紹
介
す
る
と
「
国
民
の
皆
さ
ん
は
、
子
は
親
に
孝
養
を
尽
く
し
、
兄
弟
、
姉

妹
は
互
い
に
力
を
合
わ
せ
助
け
合
い
、
夫
婦
は
仲
睦
ま
じ
く
解
け
合
い
、
友
人
は
胸
襟
を
開
い
て
信
じ
あ
い
、
そ
し
て
自
分
の
言
動
を
慎

み
、
す
べ
て
の
人
々
に
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
学
問
を
怠
ら
ず
、
職
業
に
専
念
し
、
知
識
を
養
い
、
人
格
を
磨
き
、
更
に
進
ん
で
、
社
会

公
共
の
為
に
貢
献
し
、
ま
た
法
律
や
、
秩
序
を
守
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
非
常
事
態
の
発
生
の
場
合
は
、
真
心
を
捧
げ
て
、
国
の
平
和

と
、
安
全
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
善
良
な
国
民
と
し
て
の
当
然
の
務
め
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
ま
た
、
私
達
の
祖
先
が
、
今
日
ま
で
身
を
以
っ
て
示
し
残
さ
れ
た
伝
統
的
美
風
を
、
更
に
一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。」

　

昨
今
の
道
徳
や
社
会
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
人
達
、
又
親
子
や
家
族
間
で
起
き
る
常
軌
を
逸
し
た
行
動
や
悲
惨
な
事
件
、
個
人
・
家
族
が

こ
の
現
状
な
ら
ば
政
治
に
至
っ
て
は
尖
閣
諸
島
中
国
漁
船
衝
突
事
件
・
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方
領
土
訪
問
な
ど
国
益
に
適
っ
た
見
識
と
責

任
を
持
っ
た
政
治
家
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
社
会
的
規
範
意
識
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
、

教
育
勅
語
理
念
を
普
及
啓
発
の
気
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

教
育
勅
語
は
我
が
国
の
国
民
道
徳
を
考
え
る
上
で
到
底
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
て
い
る
。
い
く
ら
時
代
が
移

り
変
わ
ろ
う
と
も
、
そ
こ
に
日
本
人
と
し
て
の
国
民
意
識
の
反
映
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
神
社
界
を
中
心
と
す
る
諸
団
体
も
、
昭
和
四
十
年

代
か
ら
積
極
的
に
教
育
勅
語
の
普
及
啓
発
ま
た
精
神
復
活
を
政
府
に
請
願
し
続
け
て
い
る
。
教
育
勅
語
の
精
神
を
子
供
た
ち
や
周
り
の
人

達
に
教
え
伝
え
て
行
く
こ
と
で
、
子
供
や
孫
に
立
派
な
日
本
国
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

1

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
ご
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
一
年
十
一
月

平
成
二
十
一
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

　

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。

　

近
年
、
十
一
月
十
五
日
を
中
心
と
す
る

七
五
三
詣
観
念
は
レ
ン
タ
ル
衣
装
の
関
係

等
で
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
で
、
当
社
で
も

十
月
に
も
参
拝
す
る
家
族
が
増
え
て
来
て

い
る
。

　

当
社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
三
、五

歳
用
と
し
て
ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ッ
ク
、
七

歳
用
と
し
て
リ
ラ
ッ
ク
マ
バ
ッ
ク
等
の
記

念
品
も
お
渡
し
し
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
会
館
二

階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
備
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

七
五
三
詣
写
真　

四
、五
〇
〇
円
よ
り

初
宮
詣　

写
真　

七
、〇
〇
〇
円
よ
り

平
成
二
十
二
年
一
月

平
成
二
十
二
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

　

正
月
三
日
、第
二
十
八
回
目
と
な
る「
氏

子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
」
が
総
代･

氏
子

崇
敬
者
三
十
一
名
の
参
列
の
も
と
厳
か
に

斎
行
さ
れ
、
今
年
一
年
の
各
位
の
安
寧
と

繁
栄
を
祈
願
し
た
。

　

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
宮
司
と
旧
来
の

友
で
あ
る
、
元
兵
庫
県
警
察
官
で
、
少
年

剣
道
全
国
大
会
で
優
勝
し
た「
こ
だ
ま
会
」

を
現
在
も
兵
庫
警
察
署
で
指
導
し
、
剣
道

教
士
七
段
の
西
田
茂
先
生
の
日
本
刀
に
よ

る
真
剣
斬
り
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
真
剣
を
使
用
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
参
列
者
も
緊
張
の
面
持
ち
の
中
、

室
町
時
代
の
古
刀
豊
後
国
紀
太
夫
行
平
作

の
刀
身
七
一
、二
㎝
の
日
本
刀
で
、
径
約

十
五
㎝
に
巻
か
れ
た
畳
表
の
束
を
、
切
り

口
の
乱
れ
な
く
、
袈
裟
斬
り
に
て
一
刀
両

断
見
事
に
斬
り
落
と
し
、
参
列
者
も
盛
大

な
拍
手
を
送
っ
た
。

　

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
直
会
に

入
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
二
月

平
成
二
十
二
年
二
月

工
場
起
工
地
鎮
祭
斎
行

　

二
十
四
日
、
当
社
を
氏
神
と
す
る
三
菱

電
機
㈱
電
力
シ
ス
テ
ム
製
作
所
で
、
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
生
産
用
の
新
工
場
建
設
起
工

地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
度
の
新
工
場
は
、
新
興
国
で
の
発

電
設
備
新
設
や
国
内
・
北
米
な
ど
の
リ
プ

レ
ー
ス
需
要
に
対
応
す
る
も
の
で
、
天
然

ガ
ス
用
発
電
機
や
原
子
力
発
電
所
の
部
品

を
も
生
産
す
る
。
四
棟
の
新
工
場
建
設
の

設
計
・
施
工
を
清
水
建
設
・
東
急
建
設
共

同
企
業
体
等
に
請
負
わ
せ
、
当
日
は
事
業

本
部
長
又
、
所
長
が
地
鎮
の
儀
を
執
り
行

い
、
更
に
約
六
十
名
の
参
列
者
の
各
代
表

が
玉
串
奉
奠
し
て
、
長
期
間
に
亘
る
工
事

の
無
災
害
と
完
工
を
祈
願
し
た
。

特設スタジオでの記念写真

鳥居前での記念写真

ご神前での真剣斬り奉納
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平
成
二
十
二
年
三
月

平
成
二
十
二
年
三
月

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
講
話

　

十
七
日
、
宮
司
が
崇
敬
者
で
あ
る
菊
川

氏
の
依
頼
に
よ
り
、
神
戸
舞
子
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
例
会
（
於
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
）
に
お
け
る
テ
ー
ル
・
ツ
イ
ス
タ
ー

の
講
師
と
し
て
講
話
し
た
。

　

演
題
は
、
①
三
石
神
社
と
伊
勢
神
宮
の

三
石
、
並
び
に
当
社
の
ご
祭
神
・
神
功
皇

后
の
事
績
を
『
日
本
書
紀
』
を
引
用
し
つ

つ
、
地
震
の
古
代
記
録
に
関
連
さ
せ
て
、

②
神
功
皇
后
三
韓
遠
征
の
行
程
は
瀬
戸
内

海
説
か
、
日
本
海
説
か
、
そ
の
際
、
干
珠

満
珠
を
使
っ
た
話
は
、
地
震
に
よ
る
津
波

現
象
か
、
③
「
記
紀
」
に
よ
る
日
本
の
地

震
記
事
の
初
見
と
『
文
徳
天
皇
実
録
』
に

よ
る
地
震
記
事
等
々
に
つ
い
て
約
三
十
分

間
行
っ
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
後

の
会
員
減
少
に
よ
り
当
日
は
十
二
、三
名

の
出
席
者
で
あ
っ
た
が
、
特
に
古
代
か
ら

多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
を
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
感
心
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

地
上
デ
ジ
Ｔ
Ｖ
奉
納

　

平
成
五
年
の
「
平
成
の
御
修
造
記
念
事

業
」
の
社
務
所
兼
会
館
建
設
に
伴
い
、
三

菱
電
機
㈱
神
戸
製
作
所
よ
り
テ
レ
ビ
の
寄

贈
を
賜
り
会
館
で
使
用
し
て
い
た
が
、
平

成
二
十
三
年
に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が

終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
二
十
八
日
、
こ
の
度
も

地
デ
ジ
に
対
応
で
き
る
液
晶
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
（
三
七
Ｆ
型
）
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

早
速
、
氏
子
崇
敬
者
・
参
拝
者
用
に
供

す
る
為
、
会
館
二
階
広
間
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

平
成
二
十
二
年
四
月

平
成
二
十
二
年
四
月

絵
画
奉
納

　

絵
画
は
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
と
題
す
る
港
神

戸
夜
景
の
洋
画
（
油
絵
）
で
、
県
警
機
関

紙
「
旭
影
」
二
月
号
に
も
掲
載
紹
介
さ
れ

て
い
る
二
〇
号
の
作
品
で
あ
る
。

　

奉
納
者
で
あ
る
高
田
清
二
先
生
は
、
兵

庫
県
警
に
勤
務
し
つ
つ
、
画
家
活
動
で
は

数
回
の
個
展
を
開
催
し
、
英
国
エ
ジ
ン
バ

ラ
市
に
て
開
催
の
グ
ル
ー
プ
Ｍ
Ａ
Ｄ
展
に

も
出
品
す
る
な
ど
旺
盛
に
活
動
も
行
っ
て

お
り
、
現
在
、
新
槐
樹
社
会
員
・
県
美
術

家
同
盟
会
員
で
あ
る
。

　

高
田
先
生
と
宮
司
は
旧
来
の
知
人
で
あ

る
が
、
本
年
の
「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
に
初
め
て
参
列
し
、
そ
の
際
作
品
奉

電気新聞等での記事

寄贈されたテレビ

神戸港夜景の作品「KOBE」

講話する宮司
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納
の
申
し
出
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、神
社
会
館
に
飾
り
、多
数
の
方
々

の
観
賞
を
得
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月

平
成
二
十
二
年
五
月

例
大
祭
斎
行
と
神
幸
式
雨
天
中
止

　

本
年
よ
り
、
御
殿
に
お
け
る
例
祭
神
事

と
、
神
幸
式
を
分
け
て
斎
行
す
る
こ
と
と

な
り
、
十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
例
祭
に

は
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者
三
十
四
名
の

参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
神
前
神
楽
も
奉

納
し
て
厳
粛
に
斎
行
し
た
。後
、会
館
二
階

に
て
三
菱
神
戸
造
船
・
清
水
総
務
課
長
の

来
賓
挨
拶
を
賜
り
、乾
杯
、直
会
に
入
っ
た
。

　

二
十
二
日
（
土
曜
日
）、
午
前
八
時
よ

り
各
地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行

し
、
午
後
一
時
半
よ
り
地
区
総
代
・
氏
子

役
員
自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子

供
み
こ
し
四
基
が
神
輿
唄
を
声
高
ら
か
に

唄
い
な
が
ら
氏
子
内
を
巡
幸
し
た
。

　

二
十
三
日
（
日
曜
日
）、
の
例
大
祭
最

大
の
神
事
で
あ
る
神
幸
式
は
、
雨
天
の
為

中
止
と
し
、
稚
児
行
列
参
加
の
十
一
名
の

子
供
さ
ん
達
は
、
会
館
二
階
で
稚
児
装
束

を
着
装
し
、
装
束
を
付
け
た
本
年
の
猿
田

彦
奉
仕
者
で
あ
る
山
本
君
と
記
念
写
真
を

撮
影
し
て
記
念
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

夕
刻
の
氏
子
合
同
直
会
で
は
、
昨
年
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
神
戸
発
生
に
よ
る
二

年
続
け
て
の
神
幸
式
中
止
を
総
代
・
氏
子

役
員
等
共
々
に
空
を
見
上
げ
残
念
が
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月

平
成
二
十
二
年
六
月

氏
子
崇
敬
者
親
旅
行

　

毎
年
三
日
に
神
功
皇
后
御
陵
参
拝
旅
行

を
実
施
し
て
い
た
が
、
近
年
御
陵
で
の
祭

典
が
平
日
斎
行
と
な
り
参
加
者
も
減
少
し

て
き
た
の
で
、
本
年
よ
り
「
氏
子
崇
敬
者

親
睦
旅
行
」
と
し
て
日
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

十
三
日
、
氏
子
崇
敬
者
二
十
六
名
の
参

加
の
も
と
、
岡
山
県
備
前
方
面
を
参
拝
旅

行
し
た
。
先
ず
当
社
と
同
じ
く
神
功
皇
后

ゆ
か
り
の
神
社
で
社
名
も
同
じ
で
あ
る
備

前
三
石
町
の「
三
石
明
神
社
」を
参
拝
し
た
。

　

三
石
明
神
社
の
由
緒
は
、「
明
神
社
又

は
孕
（
は
ら
み
）
石
神
社
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
創
設
の
年
月
日
は
詳
ら
か
で
は

な
い
が
、
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
約

千
八
百
年
の
昔
、
即
ち
人
皇
第
十
四
代
仲

哀
天
皇
の
お
后
（
き
さ
き
）
で
あ
ら
れ
た

神
功
皇
后
は
、
山
陽
道
三
石
の
地
を
ご
通

過
の
折
、
こ
の
境
内
の
丈
余
の
岩
の
上
に

お
腰
を
休
ま
せ
ら
れ
た
。
そ
の
頃
皇
后
は

ご
懐
妊
の
御
身
で
あ
っ
た
為
、
お
座
り
に

な
っ
た
岩
及
び
そ
の
附
近
の
小
石
に
至
る

ま
で
子
を
孕
（
は
ら
ん
）
だ
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

其
の
後
皇
后
は
ご
順
調
に
ご
安
産
せ
ら

れ
、
皇
子
は
竹
内
宿
祢
（
す
く
ね
）
が
お

守
り
し
、
大
和
の
国
へ
無
事
お
帰
り
に

な
っ
た
と
い
う
。
三
石
の
地
名
も
三
石
孕

石
神
社
か
ら
来
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。」
と
由
緒
略
記
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
舗
設
テ
ン

ト
（
拝
殿
が
無
い
為
）
の
中
で
、
宮
司
と

参
加
者
代
表
と
し
て
高
田
総
代
が
玉
串
拝

礼
参
拝
し
た
。

お稚児さん集合記念写真

三石明神社参拝

旧閑谷学校での記念写真
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後
、
旧
閑
谷
学
校
、
後
楽
園
・
岡
山
城

を
巡
っ
て
吉
備
津
神
社
参
拝
と
備
前
焼
の

備
州
窯
を
見
学
し
て
帰
神
し
た
。

平
成
二
十
二
年
七
月

平
成
二
十
二
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

　

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

　

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
祭
典
は
土
曜

日
で
近
隣
会
社
関
係
者
の
欠
席
も
あ
っ
て
、

総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
三
名
の
参
列
で

あ
っ
た
が
、
例
年
通
り
上
野
順
子
琉
球
舞

踊
研
究
所
神
戸
支
部
員
に
よ
る
琉
球
舞
踊

二
曲
（
か
じ
ゃ
で
風
・
秋
の
踊
り
）
が
神

前
奉
納
さ
れ
た
後
、
参
列
者
各
位
が
玉
串

奉
奠
し
て
祈
願
し
た
。

　

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
「
蘇
民
将
来
、
―
」
と

唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
く
ぐ
り
夏
の
無

病
息
災
を
祈
念
し
た
。

　

直
会
の
時
、
茅
の
輪
に
用
い
る
「
ち
が

や
」
を
使
っ
て
家
庭
に
祀
る
「
茅
の
輪
」

を
参
列
者
各
自
で
作
り「
蘇
民
将
来
子
孫
」

の
神
札
を
付
け
る
お
守
り
作
り
が
行
な
わ

れ
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
各
自
の
茅
の
輪

の
大
小
、
上
手
、
下
手
に
笑
い
声
も
出
る

な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
九
月

平
成
二
十
二
年
九
月

秋
分
・
慰
霊
祭
日

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
の
言
葉
ど

お
り
、
彼
岸
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る

と
同
時
に
、
ま
た
、
祖
先
を
ま
つ
る
大
切

な
行
事
日
で
す
。
彼
岸
は
、春
分
の
日（
三

月
）
と
秋
分
の
日
（
九
月
）
が
あ
り
、
特

に
秋
分
の
日
は「
祖
先
を
敬
い
、亡
く
な
っ

た
人
を
し
の
ぶ
日
」
と
し
て
昭
和
二
十
三

年
に
春
分
の
日
共
々
に
法
律
の
祝
日
法
で

制
定
さ
れ
た
。

　

秋
分
は
元
々
豊
作
を
感
謝
し
た
信
仰
で

あ
っ
て
、
山
の
神
様
を
秋
分
以
降
に
里
か

ら
山
へ
送
る
儀
式
の
中
で
、
仏
教
の
浸
透

と
共
に
秋
分
は
「
秋
の
彼
岸
」
と
し
て
祖

先
を
供
養
す
る
意
味
を
持
ち
始
め
、
明
治

時
代
よ
り
、
宮
中
で
の
「
春
季
・
秋
季
皇

霊
祭
」
日
と
さ
れ
て
か
ら
、
国
民
の
間
で

も
先
祖
供
養
の
日
と
し
て
の
宗
教
的
慣
例

と
し
て
の
ま
つ
り
日
と
定
着
し
た
。

　

さ
て
、
神
道
家
で
は
祖
先
の
ま
つ
り
は
、

神
棚
と
は
別
に
御
霊
舎
（
み
た
ま
や
）
の

前
で
行
う
。
こ
れ
は
仏
式
で
い
う
仏
壇
に

当
る
も
の
で
、
祖
先
の
霊
が
鎮
ま
る
霊
璽

を
納
め
祀
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
霊
舎
は
、

神
棚
と
は
別
の
場
所
に
設
け
、
間
取
り
な

ど
の
関
係
で
、
神
棚
の
下
に
設
け
る
場
合

は
、
神
棚
は
大
人
が
見
上
げ
る
位
の
高
さ

に
、
御
霊
舎
は
上
半
身
の
高
さ
に
設
け
る
。

ま
た
、
神
棚
の
隣
に
設
け
る
場
合
は
、
御

霊
舎
の
位
置
を
や
や
低
く
す
る
こ
と
が
慣

用
で
あ
る
。

　

御
霊
舎
に
限
ら
ず
神
棚
を
新
設
更
に
更

5

神前奉納の琉球舞踊

茅の輪くぐり神事

新
奉
安
の
際
に
は
、
神
職
に
依
頼
し
て
お

祓
い
祭
典
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
神
棚
・

御
霊
舎
等
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
あ

り
ま
し
た
な
ら
当
社
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

各種御霊舎

　
秋
祭
（
天
照
皇
大
神
祭
・

　
神
宮
神
嘗
祭
遥
拝
）

斎
行
と
総
代
会
開
催
　

　

当
社
相
殿
に
祀
る
天
照
皇
大
神
の
秋
祭

り
は
、
十
七
日
の
午
後
五
時
に
総
代
の
み

の
参
列
の
も
と
初
穂
を
は
じ
め
秋
の
山
野

の
味
物
を
お
供
え
し
て
斎
行
し
、
伊
勢
神

宮
も
遥
拝
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
平
安
と
繁

栄
を
祈
願
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
よ
り
、
本
年
最
後
の
総
代
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会
を
開
催
し
、
神
社
の
現
状
報
告
と
平
成

二
十
三
年
正
月
三
日
の
「
年
頭
氏
子
崇
敬

者
繁
栄
祈
願
祭
」
斎
行
や
、年
間
行
事
（
神

事
）
の
日
程
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
後
、

総
代
ご
令
室
を
招
待
し
て
の
合
同
直
会
懇

親
会
を
別
席
で
開
催
し
た
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
か
ら

平
成
二
十
二
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　

ご
寄
進
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

境内の奉賛芳名掲示板

銅板寄進案内板

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工

し
、
四
十
数
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
銅

板
の
寿
命
は
約
五
十
年
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋
根
の

葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々

様
に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）
を

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の

ご
加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々

の
弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
平
成
二
十
二
年
十
月
ま
で

  

シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

　「
参
道
敷
石
寄
附
者
芳
名
石
碑
」

　

こ
の
「
参
道
敷
石
寄
附
者
石
碑
」
は
、

大
正
十
二
年
の
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
御

成
婚
（
此
年
九
月
に
関
東
大
震
災
が
発
生

し
た
為
、
翌
年
に
延
期
さ
れ
た
）
記
念
に

合
せ
、
参
道
の
敷
石
を
布
設
し
た
際
の
氏

子
の
人
達
の
寄
附
金
額
と
芳
名
を
刻
銘
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

稲
荷
社
北
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、

元
は
御
殿
周
り
境
内
の
左
側
に
あ
っ
た
も

の
を
、
平
成
五
年
斎
行
の
平
成
の
御
修
造

玉
垣
改
修
の
際
現
在
地
に
移
転
し
た
。
方

約
一
・
一
ｍ
×
一
ｍ
の
丸
型
自
然
石
組
み

合
わ
せ
の
台
座
の
上
に
、
高
約
一
・
九
ｍ

厚
約
〇
・
三
ｍ
の
青
御
影
石
前
面
（
幅
約

〇
・
六
ｍ
）
を
枠
型
（
縦
一
・
三
四
ｍ
×
横

〇
・
四
ｍ
）
に
削
り
、
達
筆
な
行
書
体
で

左
記
の
方
々
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
又

左
側
面
に
「
筆
者
名
」
も
刻
さ
れ
て
い
る

が
、
石
工
名
は
な
い
。

　

尚
、
当
時
の
参
道
敷
石
は
、
平
成
五
年

の
御
修
造
の
際
改
た
に
新
設
し
た
の
で

残
っ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
大
正
十
二
年
頃
の
公
務
員
の
初

任
給
が
約
四
十
五
円
の
時
代
で
あ
り
、
一

円
は
、
現
在
の
約
四
千
三
百
八
十
円
に

相
当
し
、
五
円
寄
附
者
は
、
現
在
の
約

二
万
二
千
円
の
敷
石
寄
付
金
を
奉
納
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

参
道
敷
石
寄
附
者

金
五
十
円　

京
橋
繁
蔵

金
四
十
円　

藤
原
力
松

金
三
十
円　

安
原
良
蔵
・
山
本
芳
太
郎
・

竹
内
円
太
郎

金
二
十
円　

奈
良
亀
・
大
西
佐
太
郎
・
諸

橋
謹
三
郎
・
田
村
善
吉
・
杉
本
源
三
郎
・

吉
田
茂
吉
・
中
川
豊
太
・
藤
崎
涼
松

金
十
五
円　

美
安
将
司
・
浅
井
国
太
郎

金
十
三
円　

西
村
寿
太
郎

金
十
円　

社
銀
行
支
店
・
山
田
石
鹸
製
造

所
・
中
畑
新
造
・
岡
野
栄
竹
・
上
野
キ

ヌ
金
七
円　

武
田
寿
を

金
五
円　

大
橋
滝
三
郎
・
宮
島
正
一
・
中

大正 12年の石碑
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野
兵
太
郎
・
田
丸
恒
吉
・
古
川
與
三
松
・

森
川
梅
吉
・
足
立
和
蔵
・
井
上
千
代
蔵
・

跡
部
操
・
砂
川
儀
平
・
山
田
又
助
・
吉

田
浅
五
郎
・
田
尻
英
次
・
武
末
和
吉
・

上
島
五
一
郎
・
恩
田
さ
と
・
津
田
録
吉
・

森
仙
吉
・
小
森
仙
治
郎
・
藤
本
信
一
・

東
辰
之
助
・
髙
畑
弥
平
・
太
子
良
助
・

福
島
清
松
・　

児
島
フ
サ
・
伏
見
繁
一
・

生
駒
勝
太
郎
・
中
津
清
治
・
太
田
栄
一

郎
・
河
本
重
雄
・
三
浦
一
次
・
土
居
與

吉
・
松
浦
万
吉
・
金
川
良
助
・
小
西
茂

三
郎
・
岡
沢
喜
平
次

為
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
記
念
布
説
之

　
　

大
正
十
二
年
五
月

　
　

社
当　

杉
村
清
太
郎

　
　

世
話
人　

吉
田
茂
吉
・
杉
本
源
三
郎

　
　

筆
者　

石
田
久
造

  

シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

　『
神
戸
人
物
史

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ウ
オ
―
ク
の
す
す
め
』

　

本
年
三
月
に
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
か
ら
発
刊
さ
れ
た
、
田
辺
眞
人
氏

編
著
の
『
神
戸
人
物
史
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

ウ
オ
―
ク
の
す
す
め
』（
定
価
・
本
体
一
、

〇
〇
〇
円
＋
税
）
所
載
「
神
功
皇
后
の
像
」

の
項
に
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
神
功
皇

后
の
事
績
を
簡
単
に
記
載
し
た
後
、
当
社

が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

―
こ
の
像
は
、
神
功
皇
后
上
陸
の
地
と
伝

え
る
和
田
岬
の
三
石
神
社
境
内
に
あ
る
。

神
戸
の
生
田
・
長
田
神
社
の
創
建
伝
説
に

も
神
功
皇
后
が
登
場
す
る
。
九
州
か
ら
の

帰
途
、
大
阪
湾
上
で
船
が
進
ま
な
く
な
り

占
う
と
「
広
田
・
生
田
・
長
田
に
そ
れ
ぞ

れ
の
神
を
祀
れ
」
と
い
う
お
告
げ
を
受
け
、

三
社
を
創
り
祀
っ
た
と
『
日
本
書
紀
』
は

記
し
て
い
る
。
―

　

戦
後
、
神
功
皇
后
は
歴
史
上
架
空
の
人

物
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
神

功
皇
后
を
御
祭
神
と
し
て
祀
る
当
社
と
し

て
、
こ
の
度
の
田
辺
氏
の
取
り
上
げ
掲
載

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

平
成
二
十
三
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　
　

一
日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　
　

三
日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

（
加
藤
・
中
野
先
生
琵
琶
演
奏
奉
納
）

四
月　

十
七
日　

氏
子
会
総
会

四
月
二
十
四
日　

猿
田
彦
会
総
会

五
月　

十
七
日　

例
大
祭　
（
神
楽
奉
納
）

　
　

二
十
一
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　

二
十
二
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　

十
三
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
七
日　

秋
祭
（
天
照
大
神
祭
）

十
一
月
中　
　
　
　

七
五
三
詣

各
月
一
日　
　
　
　
　

月
次
祭

神戸人物史

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
二
丁
目
三

−

十
一

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇


